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第 10 章 ⼯程計画 
（１）整備スケジュールの検討 

整備スケジュールについては、全体整備期間として 10年を目標とし、以下の考えに基づき整備

計画を立てる。 

 

・用地取得時期など不確定要素がある拡張エリアは、整備時期後半とする。 

 

＜既存区域の整備スケジュールの考え方＞ 

・既存エリアの内、再整備に既に取り掛かっている琉球弧修景を先行する。 

・ホワイトライオンの入手予定があり、早急な対応が必要な施設を優先する。 

・続いて、「既存建物を面的に撤去でき、まとまったエリアで改修がかけられ、リニューア

ルイメージアップの効果が高いクマ舎周辺の谷部」、「入口が分かりにくい、動物園までの

つなぎ部の魅力不足等の課題を抱えているエントランス部」を手掛ける。 

・クマ舎の谷部の改修に併せ、その先にある人気動物ゾウ周辺にあたるワニ舎周辺の整備を

行う。 

・さらに、琉球弧エリアの残りと愛玩動物エリアの整備を行う。 

・最後に、既存エリアの残り誕生の池ゾーンの整備を行う。 

・便益サービス施設については、各エリア整備に合わせて実施する。 

 

＜拡張区域の整備スケジュールの考え方＞ 

・既存エリアに展示動物（キリン、ダチョウ、カンガルー、オオアリクイ等）が残っており、

面的な整備を早急に行うことが望ましい、草原の動物ゾーンから先行整備を行う。 

・次いで、連続する水辺の動物ゾーンの整備を行う。 

・ジャングルゾーンについては、工事車両の進入を考慮し、南駐車場から一番奥に当たるバー

ドケージエリア、カモフラージュの森エリア、サルの森エリアの順に整備を行う。 

 

次項に、整備スケジュールを一覧表に整理する。 
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（２）動物ローテーション計画 

整備スケジュールに基づき、既存展示動物の移動計画について整理する。なお、ふれあい動物

園エリアに整備する傷病鳥獣舎を仮獣舎として活用する他、既存獣舎やパドックも活用する。 

以下に、各年度での整備エリア及び動物移動（案）を示す。 
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